
令和５年度　平塚市地域活動再開円滑交付金　募集要項
１　対象期間
　令和５年８月１日（火）～令和６年３月３１日（日）に実施される事業
２　募集期間
　令和５年７月１０日（月）～令和５年７月２１日（金）１７時必着

· 交付対象事業は、企画内容を審査のうえ決定します。
· 申請件数が予算上限に満たなかった場合は、令和５年８月１日（火）から先着順で申請を受け付ける予定です。
３　対象団体
平塚市内で活動を行う、地区連合会及び単位自治会等の地域活動団体
　※ 他団体との共催となる場合等は、事務局に必ず事前に相談して下さい。
４　対象となる事業
新規の地域イベントや行事等又は既存の事業に新しい要素を取り入れた地域コミュニティ活動など
５　交付予定件数
　２５件程度
６　交付金額
　１事業につき上限１０万円
７　補助対象経費
（１）アフターコロナにおける、地域の絆の再構築を目的とした、自治会、町内会その他地域住民の組織する団体が行う交流促進事業の開催に必要な経費（地域の住民交流を促すために、新たに計画される事業又は既存事業に新たな要素を取り入れた事業に必要な費用）
例：・プロジェクターで投影した映像の踊り手に合わせての盆踊り開催
・既存のお祭りと合わせて地元野菜販売会や防災訓練の開催
・模擬店でキッチンカーの導入及び会場設営を業者委託し役員の負担の軽減　
・若い世代の方の参加を促すため、既存のイベントに花火やイルミネーション、花モニュメント等を新たに取り入れる　等　
	経費の種別等
	対象とする経費
	対象としない経費

	物品購入費
	・事業に必要な事務用品、資材の購入費
・交流事業の一部として飲食を提供する場合で、事業実施に必要不可欠な食材費
	・特定の個人が使用する物品や個人に提供する記念品、景品等の購入費
・出前の飲食物や、出来合いの弁当、パン、総菜、飲み物等に係る飲食費

	リース費
	・事業に必要な物品や備品等のリース料
	

	会場費
	・会議室、会場の使用料及び付随する経費
・会場設営費
・事業実施に要した光熱水費
	・申請団体の事務所（集会所）等の設備や維持管理費
・事業実施に要した分が明確に区別できない光熱水費

	印刷費
	・チラシ等広報物の印刷費
・事業に要する資料印刷費
	

	委託費
	・調査研究、デザイン等の委託費
	・申請団体の構成員が経営する団体への委託費

	通信運搬費
	・事業実施に要した送料
・物品の搬入、搬出に要する費用
	・ガソリン代等、事業実施に要した分が明確に区分できない費用

	保険料
	・事業に係る保険料
	

	謝礼
	・事業に伴う講師、出演者、協力者等への謝礼
	・申請団体の構成員に対する謝礼
・講師等が経費を受け取った事実を証明できないもの

	研修費
	・事業として実施する研修の資料
　代
	・外部研修に参加する際の交通費、参加費


例　イベント準備・開催における役員負担を軽減するため代替え手段等に係る費用
	分類
	主な内容例（制作する費用を含む）

	会場設営
	会場設営・撤営時の役員負担軽減を図るため、やぐらのレンタル・設置を事業者へ委託する場合の費用

	模擬店
	キッチンカー等の移動販売の誘致費用


（３）その他、地域活動の再開に必要な経費
８　募集期間と交付金支払いまでのスケジュール
	①申請受付開始
	令和５年７月１０日（月）

	②申請受付終了
	令和５年７月２１日（金）１７時必着

	③書面審査
	令和５年７月下旬

	④選考結果の通知
	令和５年７月３１日（月）
申請件数が予算上限に満たなかった場合は、令和５年８月１日（火）から先着順で申請を受け付ける予定です。

	⑤事業の実施
	令和５年８月１日（火）～令和６年３月３１日（日）

	⑥実績報告
	イベント終了後に提出して下さい。
当日の様子や事業の実施内容が分かる写真や交付対象経費の領収書の写等が必要です。

	⑦交付金の確定
	実績報告に不備がないことを確認したのち、交付金額を確定し、通知します。

	⑧本市へ請求書の提出
	交付金確定通知が届き次第、請求書を提出して下さい。

	⑨指定口座への入金
	ご指定の口座にお振込み致します。


　※実績報告後の交付金支出となる点にご注意ください。
９　申請方法
以下のとおりに、申請受付期間内に事務局まで提出してください。
（１）提出方法
　e-mail、郵送または持参にて提出してください。
（２）必要書類
　①平塚市地域活動再開円滑化交付金申請書
　②事業計画書
　③収支予算書
　④収支予算書の作成にあたり徴収した見積書等
　　⑤イベント会場のレイアウト図
１０　選考方法
提出された申請書類の書面審査をもって選考いたします。
採択・不採択に関わらず、選考結果を郵送します。
· 交付の決定・不決定に関する異議申し立て等は一切受け付けません。
１１　主な選考の視点
（１）事業の目的や内容の妥当性
地域の絆の再構築を目的として企画される、新規イベント行事等、既存の地域イベントに新たな要素を取り入れた地域コミュニティ活動となっているか

（２）会場レイアウト
　　イベント参加者が必要以上に接触しないようなレイアウトになっているか。また、公園を会場として使用する場合には、イベント参加を目的としない来園者の導線に配慮した会場レイアウトとなっているか。

（４）波及効果
モデル地区として、他の地域への波及効果が期待出来るか。
１２　交付決定された場合の留意事項
（１）事業の視察や本補助事業に関連した調査等にご協力ください。
（２）事業の内容について、申請時から変更が生じる場合は、速やかに事務局へ報告をしてください。変更に必要となる様式をご案内します。
（３）新型コロナウィルスの今後の状況に応じて、国や地方自治体による要請内容の変更や、平塚市の事業及び施設等の取り扱いに係るガイドラインが改訂されることも想定されます。そのため、交付決定後も事務局との連絡を密に取り、必要に応じて事業の内容、時期、会場等の計画を適切に修正のうえ事業を進めてください。
（４）新型コロナウィルス感染症の拡大等により、本市からイベントの中止を求める場合があります。その場合や、感染拡大を理由としてイベントを中止することについて平塚市が真にやむを得ないと認める場合には、準備に要した費用のうち、補助対象経費について、平塚市が必要と認める範囲内で補助します。（目安として今後も同様のイベントを実施する際に活用が可能な資材は認められる可能性がありますが、当日の消費を前提としている食料費・材料費等は不可となります。）なお、開催日の延期が可能なイベントについては、基本的には日程を調整して頂きます。
１３　実績報告
　事業終了後、（１）～（６）を持参（郵送も可）及びe-mailにて提出してください。
※１　写真等でイベント当日の会場内の様子など適切に実施されていることが分かるように資料を作成してください。
※２　領収書の提出においては、補助対象経費とそれ以外の経費の区分が判断できるようにしてください。
※３　上記２点を確認できない場合には、補助金を交付できない場合があります。
（１）平塚市地域活動再開円滑化交付金実績報告書
（２）事業報告書
（３）収支決算書
（４）領収書の写し
（５）事業実績を証する成果物や実施状況の分かる写真等
（６）イベントの実施状況を広報したことが分かる書類（ちいき情報局や自治会広報誌にて、交付金を活用して事業を行ったことを広報して頂く必要があります。）

１４　提出先・お問い合わせ
平塚市　市民部　協働推進課　地域自治推進担当
〒２５４－８６８６
平塚市浅間町９番１号
［電話］０４６３－２１－９６１８
［e-mail］kyodo@city.hiratsuka.kanagawa.jp

